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(57)【要約】
【課題】粘着シートが貼られたプレートの清掃する頻度
が減少し、その交換作業も容易に行えるシート又はウェ
ブのゴミ除去装置を提供する。
【解決手段】搬送されている枚葉紙Ｗに付着したゴミを
ゴム胴３０３に転写させ、当該ゴム胴３０３に転写した
ゴミを、版胴３０４に対し刷版に代えて付け替えられた
プレート１１上の粘着シート１０に転移回収させるよう
にした。
【選択図】図２Ｂ
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　搬送されているシート又はウェブに付着したゴミをゴム胴に転写させ、当該ゴム胴に転
写したゴミを粘着性表面を有する回転体により除去する、シート又はウェブのゴミ除去装
置において、
　前記回転体は、粘着シートが貼り付けられたプレートを固定するプレート固定装置を備
えた胴であることを特徴とするシート又はウェブのゴミ除去装置。
【請求項２】
　前記回転体は、印刷ユニットの版胴であることを特徴とする請求項１に記載のシート又
はウェブのゴミ除去装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、多色刷枚葉印刷機の印刷ユニット等に供給されるシート又はウェブに付着し
ている紙粉や裏移り防止用パウダ等のゴミを除去するシート又はウェブのゴミ除去装置に
関する。
【背景技術】
【０００２】
　例えば多色刷枚葉印刷機において、インキと水とで各色版胴の版面に形成された画像は
、版面に対接するゴム胴のブランケット面に転写され、この画像はゴム胴と圧胴との間を
通過する紙に転写されて印刷が施されます。この様な印刷作業においては、印刷面が乾燥
しない状態で排紙されて積載されると、インキが裏移りして印刷物の品質を低下させるの
で、スプレーパウダを未乾燥印刷面に散布してこの裏移りを防止しています。また、紙の
断裁端には断裁時の紙粉が付着しており、印刷時は、紙はこの紙粉を付着させたままの状
態でゴム胴と圧胴との間を通過します。
【０００３】
　この様に、紙にはスプレーパウダや紙粉、塵芥などが付着しているので、これらのゴミ
が、画像を形成するインキと水とで湿ったゴム胴のブランケット面に付着すると、これが
紙に転移してその紙面を汚し、印刷物の品質が低下するという問題があった。
【０００４】
　この対策として、例えば特許文献１に開示されているように、粘着式ゴミ取りローラを
紙搬送方向最上流側に位置したゴム胴のブランケット面に圧接させることで、当該ゴム胴
のブランケット面に付着したゴミを拭き取るものがある。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】実公平０７－０３７８７１号公報
【特許文献２】特開２００７－１０６１２８号公報
【特許文献３】特開２００１－３２２２４７号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかしながら、前記特許文献１に開示されているゴミ取り装置においては、印刷ユニッ
トにおけるスペース的制約から粘着式ゴミ取りローラは、例えばゴミが紙から転写される
ゴム胴より小径となることから、汚れた粘着式ゴミ取りローラの清掃する頻度が多く、作
業性並びに生産性が悪いという問題点があった。
【０００７】
　そこで、本発明は、粘着シートが貼られたプレートの清掃する頻度を減少させ、その交
換作業も容易に行えるシート又はウェブのゴミ除去装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
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【０００８】
　前述した課題を解決するための、本発明に係るシート又はウェブのゴミ除去装置は、
　搬送されているシート又はウェブに付着したゴミをゴム胴に接触させ、当該ゴム胴に転
写したゴミを粘着性表面を有する回転体により除去する、シート又はウェブのゴミ除去装
置において、
　前記回転体は、粘着シートが貼り付けられたプレートを固定するプレート固定装置を備
えた胴であることを特徴とする。
【０００９】
　また、
　前記回転体は、印刷ユニットの版胴であることを特徴とする。
【発明の効果】
【００１０】
　本発明に係るシート又はウェブのゴミ除去装置によれば、例えばゴム胴以上の胴径を有
した回転体でゴミ除去が行えるので、粘着シートが貼られたプレートの清掃する頻度が少
なくなると共にプレートの交換も印刷機の版交換等の要領で容易に行え、生産性の向上と
作業性の向上が図れる。
【００１１】
　また、前記回転体は印刷ユニットの版胴であるので、通常は刷版を付けて印刷装置とし
て使用し、印刷装置として使用しない時は刷版をプレートに付け替えることで、印刷装置
だけでなくゴミ除去装置としても使用することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】本発明の一実施例を示す枚葉印刷機の全体概略構成図である。
【図２Ａ】版胴の構造説明図である。
【図２Ｂ】プレートの斜視図である。
【図３】版交換装置部を示す印刷ユニットの側面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
　以下、本発明に係るシート又はウェブのゴミ除去装置を実施例により図面を用いて詳細
に説明する。
【実施例】
【００１４】
　図１は本発明の一実施例を示す枚葉印刷機の全体概略構成図、図２Ａは版胴の構造説明
図、図２Ｂはプレートの斜視図、図３は版交換装置部を示す印刷ユニットの側面図である
。
【００１５】
　図１に示すように、給紙装置１００には、給紙台１０１上に積載された枚葉紙（シート
）Ｗを一枚ずつ送り出すフィーダボード１０２の基端側が連絡している。このフィーダボ
ード１０２の先端側には、フィーダボード１０２上の枚葉紙Ｗを渡胴３０１に一枚ずつ受
け渡すスイング装置１０３が配設されている。
【００１６】
　前記渡胴３０１には、第一印刷ユニット３００の圧胴３０２が対接している。この圧胴
３０２には、ゴム胴３０３が対接している。このゴム胴３０３には、版胴（回転体）３０
４が対接している。この版胴３０４の近傍には、当該版胴３０４へ第一色目のインキを供
給するインキ供給装置（ローラ：図示省略）及び当該版胴３０４へ湿し水を供給する給水
装置（ローラ：図示省略）がそれぞれ配設されている。
【００１７】
　前記圧胴３０２の前記ゴム胴３０３との対接位置よりも当該圧胴３０２の回転方向下流
側には、渡胴４０１が対接している。この渡胴４０１には、第二印刷ユニット４００の圧
胴４０２が対接している。この圧胴４０２には、ゴム胴４０３が対接している。このゴム
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胴４０３には、版胴４０４が対接している。この版胴４０４の近傍には、当該版胴４０４
へ第二色目のインキを供給するインキ供給装置（図示省略）及び当該版胴４０４へ湿し水
を供給する給水装置（図示省略）がそれぞれ配設されている。
【００１８】
　前記圧胴４０２の前記ゴム胴４０３との対接位置よりも当該圧胴４０２の回転方向下流
側には、渡胴５０１が対接している。この渡胴５０１には、第三印刷ユニット５００の圧
胴５０２が対接している。この圧胴５０２には、ゴム胴５０３が対接している。このゴム
胴５０３には、版胴５０４が対接している。この版胴５０４の近傍には、当該版胴５０４
へ第三色目のインキを供給するインキ供給装置（図示省略）及び当該版胴５０４へ湿し水
を供給する給水装置（図示省略）がそれぞれ配設されている。
【００１９】
　前記圧胴５０２の前記ゴム胴５０３との対接位置よりも当該圧胴５０２の回転方向下流
側には、渡胴６０１が対接している。この渡胴６０１には、第四印刷ユニット６００の圧
胴６０２が対接している。この圧胴６０２には、ゴム胴６０３が対接している。このゴム
胴６０３には、版胴６０４が対接している。この版胴６０４の近傍には、当該版胴６０４
へ第四色目のインキを供給するインキ供給装置（図示省略）及び当該版胴６０４へ湿し水
を供給する給水装置（図示省略）がそれぞれ配設されている。
【００２０】
　前記圧胴６０２の前記ゴム胴６０３との対接位置よりも当該圧胴６０２の回転方向下流
側には、排紙装置７００の排紙胴７０１が対接している。この排紙胴７０１には、スプロ
ケット７０２が同軸上に設けられ、当該スプロケット７０２と排紙装置終端部のスプロケ
ット７０３との間には、くわえ爪を有する爪竿（図示省略）が所定の間隔で複数取り付け
られた左右一対の排紙チェーン７０４が卷回されている。この排紙チェーン７０４の下方
には、排紙台７０５が紙搬送方向へ二段に亘って配設されている。
【００２１】
　このように構成されるため、給紙装置１００でフィーダボード１０２上に一枚ずつ給紙
された枚葉紙Ｗは、スイング装置１０３で渡胴３０１に一枚ずつ受け渡され、この渡胴３
０１から第一印刷ユニット３００の圧胴３０２に順次受け渡され、版胴３０４に供給され
た第一色目のインキがゴム胴３０３を介して転写されて印刷される。尚、この際、前記枚
葉紙Ｗが圧胴３０２とゴム胴３０３との対接位置を通過することにより、その紙粉や裏移
り防止用のパウダ等のゴミが前記ゴム胴３０３に付着転移して取り除かれる。
【００２２】
　引き続き、前記枚葉紙Ｗは、渡胴４０１を介して第二印刷ユニット４００の圧胴４０２
に受け渡され、ここで版胴４０４に供給された第一色目のインキがゴム胴４０３を介して
転写されて印刷される。次に、渡胴５０１を介して第三印刷ユニット５００の圧胴５０２
に受け渡され、ここで版胴５０４に供給された第二色目のインキがゴム胴５０３を介して
転写されて印刷される。次に、渡胴６０１を介して第四印刷ユニット６００の圧胴６０２
に受け渡され、ここで版胴６０４に供給された第三色目のインキがゴム胴６０３を介して
転写されて印刷された後、排紙装置７００の排紙胴７０１に受け渡される。そして、ここ
から排紙チェーン７０４の爪竿にくわえ替えされて搬送され、所定の排紙台７０５上に排
紙される。
【００２３】
　そして、本実施例では、図２Ａ及び図２Ｂに示すように、前記第一印刷ユニット３００
の版胴３０４において、刷版に代えて、粘着シート１０が貼り付けられたプレート１１が
付け替え可能になっていて、当該第一印刷ユニット３００が所謂ゴミ除去装置ユニットと
して機能するようになっている。
【００２４】
　即ち、前記プレート１１のくわえ側端部には、Ｕ字状に形成された位置決め用切欠部１
２ａと、平面視がコ字状に形成された位置決め用切欠部１２ｂが設けられ、尻側端部は直
角に折曲形成されて折曲部１３が設けられている（図２Ｂ参照）。尚、位置決め用切欠部
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１２ａ，１２ｂに代えて位置決め用の溝又は孔を形成しても良い。
【００２５】
　一方、前記版胴３０４の外周部の一部には、胴軸方向に延在する切欠部３０４ａが設け
られ、この切欠部３０４ａ内には、従来公知のくわえ側版万力装置（プレート固定装置）
３０４ｂと尻側版万力装置（プレート固定装置）３０４ｃが設けられる（図２Ａ参照）。
尚、前記プレート１１に位置決め用の溝又は孔を形成した場合には、この溝又は孔に嵌り
合うピンを前記くわえ側版万力装置３０４ｂに設けると好適である。
【００２６】
　また、プレート１１の交換は、特許文献２で開示された版挿入装置や特許文献３で開示
された自動版交換装置を用いて刷版の交換と同じ要領で行われる。
【００２７】
　例えば、特許文献２で開示された版挿入装置によれば、図３に示すように、安全カバー
２０の窓２１には、プレート１１を保持しプレート１１を版胴３０４のくわえ側版万力装
置３０４ｂ内に挿入する挿入位置と、窓２１を閉塞する待機位置との間で揺動可能なプレ
ート供給ユニット２２が設けられる。窓２１の下側開口縁には、プレート１１の位置決め
を行う位置決めピン２３が設けられる。そして、前記プレート供給ユニット２２は、プレ
ート１１が待機位置にあるときに位置決めピン２３により位置決めされたプレート１１を
保持し（図中実線で示す状態参照）、挿入位置への移動によりプレート１１と位置決めピ
ン２１との係合を外してプレート１１のくわえ側端部を版胴３０４のくわえ側版万力装置
３０４ｂ内に挿入するようになっている（図中鎖線で示す状態参照）。
【００２８】
　このように構成されるため、第一印刷ユニット３００がゴミ除去装置ユニットとして機
能する場合は、下記のように作動する。
【００２９】
　先ず、給紙装置１００でフィーダボード１０２上に一枚ずつ給紙された枚葉紙Ｗは、ス
イング装置１０３で渡胴３０１に一枚ずつ受け渡され、この渡胴３０１から第一印刷ユニ
ット（ゴミ除去装置ユニット）３００の圧胴３０２に順次受け渡される。
【００３０】
　次いで、前記枚葉紙Ｗが圧胴３０２とゴム胴３０３との対接位置を通過することにより
、その紙粉や裏移り防止用のパウダ等のゴミが前記ゴム胴３０３に付着転移して取り除か
れる。そして、前記ゴム胴３０３に付着したゴミが版胴３０４に巻装されたプレート１１
の粘着シート１０に転移回収されることにより、当該ゴム胴３０３が再生されて、新たに
送給される枚葉紙Ｗに付着しているゴミを再び付着させて取り除く。尚、この際、第一印
刷ユニット３００のインキ供給装置及び給水装置は版胴３０４から離間している。
【００３１】
　引き続き、前記枚葉紙Ｗは、渡胴４０１を介して第二印刷ユニット４００の圧胴４０２
に受け渡され、ここで版胴４０４に供給された第一色目のインキがゴム胴４０３を介して
転写されて印刷される。次に、渡胴５０１を介して第三印刷ユニット５００の圧胴５０２
に受け渡され、ここで版胴５０４に供給された第二色目のインキがゴム胴５０３を介して
転写されて印刷される。次に、渡胴６０１を介して第四印刷ユニット６００の圧胴６０２
に受け渡され、ここで版胴６０４に供給された第三色目のインキがゴム胴６０３を介して
転写されて印刷された後、排紙装置７００の排紙胴７０１に受け渡される。そして、ここ
から排紙チェーン７０４の爪竿にくわえ替えされて搬送され、所定の排紙台７０５上に排
紙される。
【００３２】
　このようにして、本実施例によれば、版胴３０４に対し、刷版に代えて、粘着シート１
０が貼り付けられたプレート１１を付け替えてゴミ除去を行うようにしたので、ゴム胴３
０３と同等の胴径を有した版胴３０４でゴミ除去が行え、粘着シート１０が貼られたプレ
ート１１の交換サイクルが長くなると共にプレート１１の交換も刷版の交換等の要領で容
易に行なうことができ、コストの削減と作業性の向上が図れる。
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【００３３】
　また、印刷ユニットの版胴３０４を用いるので、粘着シート１０が貼り付けられたプレ
ート１１を刷版に付け替えることで、ゴミの除去だけでなく印刷装置としても使用するこ
とができる。
【００３４】
　また、粘着シート１０が貼り付けられたプレート１１は刷版と同様の構造を有し、その
固定装置として版胴３０４のくわえ側版万力装置３０４ｂと尻側版万力装置３０４ｃを用
いるので、その交換作業が容易となる。
【００３５】
　また、版胴３０４に対し、ゴミを除去する時は離間し、印刷を行う時は対接して当該版
胴３０４にインキを供給することが可能なインキ供給装置及び当該版胴３０４へ湿し水を
供給する給水装置を備えるので、ゴミ除去装置⇔印刷装置間の切り替えが容易となる。
【００３６】
　尚、本発明は上記実施例に限定されず、本発明の要旨を逸脱しない範囲で、回転体の変
更等各種変更が可能なことは言うまでもない。また、ゴミ除去装置ユニットを印刷ユニッ
トとは別個に専用に設けても良い。
【産業上の利用可能性】
【００３７】
　本発明に係るシート又はウェブのゴミ除去装置は、粘着シートが貼られたプレートの清
掃する頻度が減少し、その交換作業も容易に行えるので、枚葉印刷機やウェブ輪転印刷機
に限らず、ニスをコーティングするニス塗布装置等の各種産業において極めて有益に利用
することができる。
【符号の説明】
【００３８】
　１０　粘着シート
　１１　プレート
　１２ａ　Ｕ字状に形成された位置決め用切欠部
　１２ｂ　コ字状に形成された位置決め用切欠部
　１３　折曲部
　２０　安全カバー
　２１　窓
　２２　プレート供給ユニット
　２３　位置決めピン
　１００　給紙装置
　１０１　給紙台
　１０２　フィーダボード
　１０３　スイング装置
　３００　第一印刷ユニット
　３０１　渡胴
　３０２　圧胴
　３０３　ゴム胴
　３０４　版胴
　３０４ａ　切欠部
　３０４ｂ　くわえ側版万力装置
　３０４ｃ　尻側版万力装置
　４００　第二印刷ユニット
　４０１　渡胴
　４０２　圧胴
　４０３　ゴム胴
　４０４　版胴
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　５００　第三印刷ユニット
　５０１　渡胴
　５０２　圧胴
　５０３　ゴム胴
　５０４　版胴
　６００　第四印刷ユニット
　６０１　渡胴
　６０２　圧胴
　６０３　ゴム胴
　６０４　版胴
　７００　排紙装置
　７０１　排紙胴
　７０２　スプロケット
　７０３　スプロケット
　７０４　排紙チェーン
　７０５　排紙台
　Ｗ　枚葉紙

【図１】 【図２Ａ】

【図２Ｂ】
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